




































































2 ■ ケー ブル式海底地震観測施設の概要








: 1 ) 地震観測点
速度型地震計 ( 3成分，周波数帯域 (1�30Hz)) 
加速度型地震計 ( 3成分，周波数帯域 (0.05�30Hz))
2 ) 地殻上下変動観測点
水圧計 ( 1 成分，周波数帯域 (oc �O.lHz ) )
： 円筒型 (Be銅合金製）
： 光ケー ブル伝送方式 （搬送光波長：1.55µ m) 




海底ケー ブル陸揚げ地点 ： 神奈川県平塚市虹ヶ 浜
「海岸中継局」設置場所 ： 神奈川県平塚市 （防災科学技術研究所平塚実験場）









整 備 内 容
敷設設計 （平塚実験場から虹ヶ浜海岸までの陸域）
敷設設計 （虹ヶ 浜海岸から水深30mま での汀線域）
敷設設計 （汀線域を除 く海底伝送ケー ブル敷設ルー ト 全域）
「海底観測装置」，お よ び「伝送ケー ブル」の製造
「シー アー ス」，およ び「海底機器接続治具」等の製造
「海岸中継局舎」新設，「海岸中継局装置」お よ び「つく ば局
装置」の製作 と設置，「海底観測シ ス テ ム」 の組立 • 海域敷設
工事，陸上敷設ルー ト の管路工事，総合動作確認 （観測開始）
4 . 本観測施設の海底伝送ケー ブルルー ト ： ト ラフ海域付近での フィリピ ン海プレー ト の運動と
変形や，同海域付近でのフィ リ ピン海プレー ト と陸
側プレー ト の力学的相互作用の詳細等，相模 ト ラフ
海域およ びその周辺地域における大地震の発生様式
の解明に大 きく貢献する研究成果が生まれる こ とで
し ょう 。
ケー ブル式海底地震観測施設の海底伝送ケー ブル
の敷設ルー ト を図 l に示し ま す。
5 . 期待さ れる成果 ：
相模 ト ラフ海域での地震活動は，フ ィリ ピン海プ
レー ト 北東端部が同海域付近か ら地球内部へ折れ曲
がっても ぐり 込む こと や，伊豆半島北部でフィリピ
ン海プレー ト が陸側プレー ト と“衝突'’ しているこ
と などに起因しています。




協力に より 推進されてき た こ とを付記し ま す。
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1994年10月16日 か ら1995年10月15日 までの一 年
間，科学技術庁長期在外研究員制度に より ，ハ ワ イ
大学気象学教室に客員研究員と して滞在する機会を
も ち ました。私の在外研究の課題は 「西太平洋地域
の熱帯擾乱の活動 とア ジアモンスー ン変動に関する
研究」と い うも のです。ハ ワ イ大学を選んだのは，
熱帯気象学の分野で輝かしい伝統と 実績をも ってお
り ，その研究環境なら びに一 年中卓越する貿易風下
のハ ワ イの気候を，熱帯気象を研究する者として直
に体験したいと 思 ったか ら です。
ハ ワ イ 大学は，ハ ワ イ 州の州立大学です。気象学
教 室 はSchool of  Ocean and Earth Science and 
Technology (SOEST) に属していま す。ハ ワ イ のま
わ りは大海原ですか ら ，当然ながら海洋学，海洋工
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